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歳入の内訳 
自主財源（自主的に歳入することができる財源） 
　町税（53億9,839万円） 
　　…町に納められた税金 
　繰越金（3億1,845万円） 
　　…前年度の決算の余剰金 
　繰入金（5億5,048万円） 
　　…基金（町の貯金）から引き出したお金など 
　使用料及び手数料（1億7,405万円） 
　諸収入ほか（4億5,801万円） 

依存財源（国や県などから交付される財源） 
　町債（3億680万円） 
　　…町の借金 
　国庫支出金（4億9,044万円） 
　　…国から交付される補助金など 
　県支出金（4億4,854万円） 
　　…県から交付される補助金など 
　地方交付税（1億3,967万円） 
　　…国税の一定割合の額で、地方自治体の税源 
　　　の不均衡を調整し、財源を保障するための 
　　　地方共有の固有財源 
　地方特例交付税（3,254万円） 
　　…国の制度によって生じる町の収入減や負担 
　　　増の補てんとして国から交付されるお金 
　地方譲与税ほか（5億3,079万円） 
　　…国税として徴収され、地方自治体へ譲与さ 
　　　れるお金。地方道路譲与税など 

町民税 
27億6,090万円 
51.1％ 

固定資産税 
24億7,089万円 
45.8％ 

町たばこ税 
1億2,921万円 
2.4％ 

軽自動車税ほか 
3,739万円 
0.7％ 

～歳入の特徴～  
　歳入総額は88億4,816万円で、前年度に比べて7.8％増加し、自主財源の割合も78.0％で3.6ポイント増加しました。 
　自主財源のうち最も割合の大きい町税は前年度に比べ3.6％増加しました。国の三位一体の改革による税源移譲の完全実施や定
率減税の廃止などに伴う個人町民税の増収と景気回復に伴う法人町民税の増収が主な要因です。また、繰入金の割合が前年度に
比べ105.1％増加していますが、これは大磯駅のバリアフリー化事業のために地域福祉基金から財源を繰り入れたためです。 
　依存財源では、三位一体の改革に伴い地方譲与税が減少し、定率減税の廃止に伴い地方特例交付金が減少しました。この影響
を受けて4年ぶりに地方交付税の交付団体となり、地方交付税が増加したことが主な特徴です。 

　平成19年度の決算が、9月に開催された大磯町議会第3回定例
会において認定されました。その概要についてお知らせします。
なお、詳細なデータについては、町役場町民情報コーナー及び町
ホームページで公開していますので、ご覧ください。 

◎問い合わせ　財政課　☎内線215
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地方交付税 1.6％ 

地方特例交付金 0.4％ 地方譲与税ほか 6.0％ 

決算額と町税の推移（一般会計） 
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※上記表中の平成16年度歳入歳出決算額は、減税補てん債の借換え分（8億3,970万円）を除いた数値となっています。 

８６億９,７１８万円 
　　　　　８２億８,８７６万円 ８２億７,５１３万円 

　　　　　７９億１,７７２万円 
８２億９,２１３万円 
　　　　　８０億１,５９２万円 

平成18年度 

８２億９２６万円 
　　　　　７８億９,０８１万円 

８８億４,８１６万円 
　　　　　８４億４,３５９万円 

5151億839839万円万円 4949億6,955万円万円 50億7,5427,542万円万円 52億953953万円万円 5353億9,8399,839万円万円 51億839万円 49億6,955万円 50億7,542万円 52億953万円 53億9,839万円 

 会 計　 


